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・目の前に広がる神社（三神宮）は地域の方々の憩いの場であり、日常的に参拝や散歩をする
など、ホームになくてはならない環境である。また、近所の方にお茶を出したりなじみの関係
ができている。

非営利活動法人　NPOまい評 価 機 関 名

平成21年6月27日訪 問 調 査 日

平成21年8月10日

地域との関わりを日々積み上げられ、事業所が地域に根ざしたものになってきています。油絵
の展示、利用者の他施設慰問活動等、意欲的に社会交流がなされています。経営者である管理
者が介護支援専門員の資格を取得されたことも安定した運営に繋がっているようです。介護計
画と行動が連動するようにチームでアイデアを出し合いより一層のサービスの質の向上に繋げ
て行かれることを期待します。

熊本市馬渡１丁目５番７号

・他福祉施設等への楽器演奏による慰問活動を通じ、音楽セラピーを行っている。平成20年
度、ボランティア協会八代地区より「福祉功労賞」を受け、今後もボランティアや音楽療法の
活動を行っていく。

・管理者の住まいが２Ｆにある為、緊急時の即座の対応が取れ安心して過ごして頂けると共
に、特に夜勤帯における万が一の事態が発生した場合にでも、夜勤者が安心してケアに当たる
ことができる。
・ホーム内には地元の油絵愛好家の方々の作品が20点程展示してあり、個展会場として提供し
ており、職員と利用者が共に鑑賞を楽しみ、目の保養を行う場面を見ることができる。

・職員と入居者が自発的に民謡の合唱や踊りを楽しまれ、地域内外での行事や施設慰問を行わ
れるなど、仲間作りや社会参加、チャリティー等の地域貢献にも携わっている。

・地域との関わりを大切にすることで社会資源の開拓と活用が充実し「子どもから高齢者が共
に支え合い、安心して暮らせる地域社会作りの拠点」を目指した取り組みを行っている。

・飾り気のない花音の理念は職員が十分に話し合い納得して出来上がったもの。入居者、家
族、職員、管理者の想いが詰まった理念を分かち合い、魅力あるホーム作りを実践している。

・皆さんの団欒の場であるリビングには職員作の「赤ちゃんの油絵（我が子）」が飾ってあ
り、人々の笑顔を誘うこの30号の油絵がＧＨ花音の顔となっており、アットホームな雰囲気を
醸し出している。



Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

事業の目的、価値観や人生観、なりた
いホームのイメージ、利用者や家族へ
の基本姿勢、スタッフへの基本姿勢、
地域への基本姿勢を明確にし、確固た
る理念を創りあげている。スタッフが
理念を理解、賛同し創意工夫のあるケ
ア実践に取り組んでいる。管理者側は
常にホームの調和やケアの質の向上の
為の話し合いを行い、日常的に人間の
尊厳や自立支援、認知症高齢者の思い
とケアについて職員と共に理解を深め
ている。また、スタッフも利用者も地
域住民との交流を積極的に行うように
なっている。

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

管理者が地域の役員を受け、地域の行
事の計画や実施に携わっており、住民
にホームの日頃の取り組みや認知症ケ
アの理解を得て戴けるような話をする
機会を得ることができている。家族に
はホームの取り組みや利用者の社会参
加と様子を日頃より話したり広報誌や
写真の提供を行っている。もうすっか
り顔馴染みとなり近所付き合いができ
ている。ホームの廊下には地元の方の
油絵を飾り、個展会場として提供し誰
もが集える癒しの場となっている。管
理者は地元で生まれ育ち、地域の方々
とは顔馴染みであると共に、地区役
員、商工会、消防団、ＰＴＡ役員とし
て地域の連携体制作りを目指してい
る。また、利用者との音楽活動も含
め、地元の行事参加や施設慰問を行っ
ている。24時間TV「愛は地球を救う」
募金活動やチャリティー活動を実施し
たり、日常的に子どもが遊びに来て入
居者とふれあう等、微笑ましい場面を
みることができる。

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

自
己
評
価

外
部
評
価

自己評価 外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

より一層理念を深めて理念を貫かれる事
を期待します。

子ども会、老人会への活動参加が行わ
れ、近くの住民の方の油絵が廊下に掲
示されています。PTAの広報委員長を管
理者が引き受けることで、地域の小学
校の先生や子ども達とのふれ合いも増
えてきています。管理者が主体となり
「おやじライブ」の音楽活動を10年続
けられており、事業所と地域の繋がり
を大切にされています。

グループホームの仕事を通じて他者に感
動を伝える役割が出てきていることに喜
びを感じ、小さな事でも続けることに意
義があると感じられています。いきいき
サロンの立ち上げ計画など、日々の行動
の中で自然発生的に地域との連携ができ
ているようです。無理をせず、グループ
ホームが地域の子どもから高齢者まで集
える場所になることを期待します。

理念は管理者、スタッフで作り上げ玄
関に掲示され、日常の業務の中でも理
念を基に取り組まれている姿が伺えま
す。



3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町村との連携

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

管理者は身体拘束をしないのが当たり
前の事として対応され、夜間のみ玄関
の施錠がされています。

管理者のみでなく、全職員へ身体拘束に
対する認知をより一層深められることも
大切です。

職員と入居者は信頼関係の下に日々を
共に過ごしており、どんな状況でも身
体拘束については一切行っていない。
全職員が認識しており、万が一の事態
が発生した場合、例えば夜勤者１名で
問題を抱え拘束を犯してしまうことが
ないような体制ができている。定期
に、鍵をかけることでの弊害について
話をしている。入居者の方で以前とは
違い外に出られても、しばらくすると
自らホーム内に入って来られるなど、
すっかり馴染まれている。表情の観察
を行うと共に個別の行動パターンを把
握しており、外での過ごし方を見守り
ながら自由な暮らしを支えている。

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

市町村や地域包括支援センターへは随
時出向き相談や、意見交換が行われて
います。日頃の連携を通じ、行政から
の講演依頼があっているようです。

福祉大学よりの研修生受け入れや、毎
年雇用能力開発機構とハローワークか
らの職業訓練校実習生を受け入れ、福
祉施設に就職が決定した方もいる。今
年は「宅老所・グループホーム連絡
会」八代ブロックの代表を務めること
になり、積極的に高齢者福祉や安心し
て暮らせる地域作りに努めている。

地域の区長や民生委員、老人会や行政
の方々に、あるがままのホームを見て
戴くと共に、日頃のケアや取り組みを
そのまま地域の行事に活かした活動が
できており、運営推進委員の協力を頂
きながら協働で地域作りができるよう
になってきている。

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

市町村担当課や社協、また、八代市の
協力や指導を戴きながら制度の理解や
国の目指す福祉のあり方を学ぶように
努めている。また、利用者様の状態や
入居の際の相談も行っている。

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでい
る

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

老人会長、民生委員、区長、町介護保
険課、入居者、管理者、職員等で２ヶ
月に１回開催されています。その中で
自給自足ができるような畑ができると
いいなと具体的な意見があり、検討中
です。

町全体の活性化になるよう、事業所を拠
点とした地域の農園作りができるといい
ですね。



7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

口頭と文書による説明と同意を得てい
る。また、平成21年度介護報酬改正に
ついてもホームが取得する加算に対す
る詳しい説明も口頭と文書により明確
にし疑問が生じないように配慮し、納
得頂いている。

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

家族への説明は入所時にこのような制
度があることをお知らせしているが、
現在のところ、必要としている入居者
や家族はない。制度の内容については
職員に説明し理解を得ている。また、
近日に勉強会の予定がある。

入居者の尊厳と安全を守ることが職員
の使命であり、身体的、心理的、性
的、経済的虐待、ネグレクト等の虐待
は一切行っていない。また、管理者の
住居が２Ｆにあり、夜間時においても
万が一の事態にも対応できる体制がで
きている為、夜勤職員は安心して介護
に当たることができ、虐待の防止策と
して配慮されている。職員は出勤時、
ひとりひとりに挨拶を行うと同時に、
入居者の所在の確認をさりげなく行っ
ている。また、次のケアや動作に移る
前に、利用者の表情を観察すると共
に、９名の所在を把握した上で次の必
要なケアを行うようにしている。居室
で過ごす時間の多い方は時間毎に訪室
し声かけを行いながら様子を把握して
いる。喫煙者が健康を維持し、安全に
タバコを楽しむことができると共に、
ホームの安全を確保する為、ライター
はホームで管理し、定期に本人に声か
けし安全確認を行っている。現在のと
ころ、火気の取り扱いが一番気をつけ
なければならないところである、。



10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

年１回開催される家族会や、家族面会
時に随時意見を引き出すようにされて
います。家族と利用者の関わりが少な
い場合等はいかにしてうまく繋がりを
もてるか、工夫しながら対応されてい
るようです。意見箱は設置されていま
すが、入ることはないようです。

日頃から利用者の思いを傾聴し受容的
態度で接するようにしている。利用者
には遠慮せず気軽に話を打ち明けて頂
けるようにこちらから言葉かけをする
ように配慮している。面会や外出は自
由に行って頂き、日頃のホームでの様
子を家族に話されていることを家族か
らよく耳にするものの、苦情といった
内容のものはない。全て面会時や毎月
のお知らせを郵送し報告を行ってい
る。日頃の様子や受診以外の文面も個
別に作成している。職員の入れ替り等
の諸状況は包み隠さず伝えている。ま
た、急ぎの報告は電話での対応を行う
とともに、家族へ伝える内容や送付す
る内容に漏れがないようにチェックリ
ストを作成し活用している。家族の要
望により職員紹介を写真入りで作成し
各家族に提供している。定期的に意見
箱設置や苦情・相談窓口の案内、意見
や要望を促した「お知らせ」を送付し
たり、面会時にも、何でも気軽に話せ
るような信頼関係作りに配慮してい
る。また、認知症ケアにとって家族の
絆がいかに大切かということをを常日
頃から説いており、家族の思いを尊重
しながらも、必要性の高い大切なこと
は伝えていくようにしている。

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

経営者側２名は、日頃からホームで過
ごす時間が多く、日常的に職員と十分
な話し合いを行い、朝昼夕毎に、ま
た、月１回の会議においても意見や提
案のしやすいアンケート等も使用する
など、工夫をしながら良好な関係作り
を図り、十分な検討と問題解決を図っ
ている。必要に応じ個人面談も行って
いる。

直接的に意見や苦情を出されることは少
ないようですが、日常の何気ない会話、
対応を察知され運営に活かされることを
期待します。

月１回の職員定例会議や随時個別や複
数でカンファレンスが行われていま
す。又、管理者の妻が副施設長的な立
場で対応され、職員意見を引き出しや
すい環境を持たれています。



12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

ひとつひとつのケアについて適切な助
言ができるように指導すると共に職員
のレベルに応じた研修の機会の提供を
行っている。教育計画を作成し働きな
がら実践できるような指導を行ってい
る。各職員の事情を踏まえ、できる限
り働きやすい環境作りや必要時は経営
者側がシフトに入り調整の努力をして
いる。また、職員同士が協調性をもっ
て良好な関係を保持できるように配慮
し、ストレス軽減に努めている。夜
間、必要な時はいつでも経営者側の応
援ができるように２階へのインター
ホーンの連絡体制がとれるように安心
できる職場となっている。業務先行で
はなく、あくまでも利用者主体の創意
工夫のある取り組みを行う職員、グ
ループホームに適した穏やかな対応が
できる人、学習の後が見られケアに反
映している者、健康状態や勤務状況
等、日頃の様子や時にアンケートや面
接による把握を行い気持ちを新たにし
てケアに従事して頂いている。

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

入居者、家族の状況により、できる限
りの調整ができるように対応してお
り、必要時は運営者側２名が状況に応
じ柔軟な対応をとっている。また、職
員の勤務状況や健康管理面には、可能
な限り経営者が調整を図った対応が行
われている。現在、職員体制が安定し
ており、協調性と気持ちの共有が図れ
ている。家庭的なホーム運営ができて
おり、入居者の心情に動揺を与えるこ
となく、ごく自然に癒しの場創りがで
きている。

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている



14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
困っておられる状況について当ホーム
ではどんな対応ができるのか、理念に
基づいて説明を行い安心頂けるように
配慮している。また、本人がホームで
の暮らしに馴染まれるまでは、家族と
の連絡を蜜に取りながら互いに支え合
うことの重要性と信頼関係構築を目指
しており、まずはホームの理念や方針
を十分理解して頂くよう説明してい
る。

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

本人と家族には、直接ホームを見学し
て頂き面談を行い、安心して入所され
るよう話や質問を傾聴するようにして
いる。また、入居前に自宅や利用中の
施設等に顔を出し馴染みや信頼される
関係を築けるように配慮している。本
人と家族の意向を優先し対応を行って
いる。十分な医師の指導のもと、家族
に頻繁に面会いただき、本人が安心さ
れリロケーションダメージが最小とな
るよう配慮している。現在のところ入
退居はない。

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

地域内外のＧＨや施設等へは事あるご
とに訪問或いは連絡を取り合い、情報
の共有及び相談援助を受けている。ま
た、他事業所の介護支援専門員とは頻
繁に情報の交換を行い、より良い支援
の為の交流を図っている。宅老所・グ
ループホーム連絡会の代表を受け定期
の勉強会を実施している。同業者間の
訪問と交流会も行えている。

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている



17 ○初期対応の見極めと支援

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

家族と共に支援していくことの重要性
や意義、思いを伝えると共に、外泊や
外出、病院受診付き添い等の機会を
持って頂くと共に、家族とのふれあい
を大切にして頂けるように支援してい
る。また面会時には、日頃の入居者の
様子を伝えると共に細かい心身の変化
による対応法についても家族と相談し
ながら協働のケアを目指している。家
族が協力し調整を図りながら、できる
限り受診や面会、外出等の支援を行わ
れたり、昼食時に合わせ面会され、食
事を楽しんで頂くなど、家族が積極的
に利用者のケアに携わる光景が見られ
る。

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

入居者と職員が協働する中で信頼が生
まれ、人間の尊厳を大切にすることの
重要性を経営者とスタッフ全員で日常
的に学び合っている。また生活の知恵
や文化を教わることもあり、逆に職員
の心が癒されることが多い。入居者の
方々も無意識に日々の暮らしの中でコ
ミュニケーション能力が高まり、気配
りのある言葉かけをされるなど、支え
合う関係が共有できている。

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

入居相談の際、ＧＨの役割や支援内容
を十分に説明し、必要に応じ他の事業
所や担当の介護支援専門員等と連絡、
調整を図り、できる限りの相談にのっ
ている。面談の際に、まず不安なく移
り住めるという安心感をもって頂ける
ように笑顔のある明るい雰囲気創りに
配慮している。また、入居までに自宅
や利用中の施設等を幾度か訪問しふれ
あうことで顔なじみとなり、信頼関係
を築けるように努めている。本人が
ホームでの生活に馴染まれるまでに、
しばらくの時間を要することを理解し
て頂くと共に、家族との連絡を密にと
りながら協力を頂いている。

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる



20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

ひとりひとりの心の声を汲み取ること
ができるように努めており、日常的に
利用者の思いを傾聴し、職員同士で生
活暦や日々のケアの中で経験した思い
や気づきをもって十分に話し合いなが
ら、本人の想いにしっかりと向き合う
姿勢を大切にしている。

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

できる限り全員が揃って「戴きます」
の挨拶で食事ができることの喜びを感
じて頂く中で、自然に分かち合いや支
え合う気持ちが育まれており、喜怒哀
楽を共にしながらのコミュニケーショ
ン能力の向上を目指している。また、
職員と利用者が協力して利用者用の
「今月の目標」を作り、毎朝唱和する
などの工夫を行っている。

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

現在は該当者はないが、ホームの入居
者が利用していた事業所の関係者とは
定期に情報の交換や相談を行ってい
る、。家族とは自宅を訪問したりホー
ムに来訪頂いたりして現在も交流が継
続している。

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

整髪時は、馴染みの美容室に協力を依
頼し、親しい友人と集い交友できるよ
うに援助して頂いたり、田んぼや畑を
見て落ち着いて頂いたり、自宅までド
ライブする等、気分転換を図ってい
る。また、家族との外出や行事参加へ
の働きかけを行っている。

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

管理者は日頃から利用者の動作、会話
を観察し、毎日の生活の場面で意見を
くみ取るように対応するように心掛け
られています。

経営者である管理者夫婦は、毎日の生活
の中で意向を把握するように対応されて
いるようですが、一人ひとりのスタッフ
が同じ思いで利用者と接することを望ん
でおられます。限られた空間、グループ
ホームの中でその人の意向をどうくみ取
るか、どう探すかの工夫や対策を見つけ
られる事を期待します。

大家族的な雰囲気がグループホーム内
でできています。新たな馴染みの関係
作りをされ、利用者にとっての生活の
馴染みを大切にされています。



24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

計画と行動の連動ができるよう、また、
スタッフ一人ひとりが自分たちで考え、
計画行動できるようなシステムをチーム
で取り組まれることを期待します。

介護支援専門員である管理者が利用
者・家族等の意見やスタッフの意見を
聞き取りアセスメントからモニタリン
グまで介護計画の一連の流れを担当さ
れていますが、介護計画と日々の業務
の連動が薄いようです。

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

独自の経過記録やケア観察記録様式を
作成し、個別の心身の健康状態や活
動、支援状況等が把握できるように工
夫している。

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

介護計画立案の際は、本人や家族、入
居前に利用中のサービス関係者や主治
医等の意見を反映している。また、日
常的に計画作成担当者と職員が話し合
い、課題を明らかにして、より適切な
ケアのあり方を検討している。本人や
家族とは頻繁に話し合い、実情に即し
た支援方法を検討できている。また、
状態変化が生じた場合は、その都度、
主治医に相談及び指示を仰ぎ、見直し
を行ったうえで新たな計画を立案して
いる。

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

押し付けることなく本人が納得し自分
の意思で決定される支援を目指してお
り、常日頃からひとりひとりの利用者
と十分な会話をする中でケアのヒント
を探ると共に、信頼関係を築くよう心
がけている。また、面会時には家族か
らの生活暦の聞き取りや情報の収集を
行っている。

独自の経過記録やケア観察記録様式を
作成し、心身の健康状態や活動、支援
状況等がトータルに把握できるように
工夫している。

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る



28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

主治医からの情報提供票にもグループ
ホーム花音との連携がうまくいき対応
が速やかにできるといった事が記載さ
れたり等、かかりつけ医や認知症専門
医との連携をもつよう心掛けられてい
ます。

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

地元住民や音楽愛好家、小学校、商工
会、婦人会、消防団、民生委員などと
の日頃からの交流を図り、ボランティ
アの方々とも顔なじみになられ、ホー
ムでの日頃の活動が地域に向けて自然
に浸透しており、地元住民の一員とし
て社会参加ができている。他グループ
ホームや福祉施設、ケアマネージャー
との交流も広がっており、利用者の必
要性に応じて、こまめに相談や情報の
交換を行っている。サービスの利用や
変更の際は、本人や家族、医師との十
分な話し合いを行いながら対応してい
る。また、地域福祉における総合的支
援を行っていく観点から、地域包括支
援センターによる指導も頂いている。

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

定期の受診は家族の付添いと協力が得
られるようになり、利用者と家族の良
好な関係が保たれている。また、主治
医や薬局などの医療連携機関へは、必
要に応じていつでも相談ができ、適切
な指示を頂いている。状態による個別
の速やかな対応が図れるように努めて
いる。八代市　平成病院（精神科）が
協力医療機関で、受診の際は認知症の
進行状態を詳しく伝え指導を仰いでい
る。

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

あくまでも利用者主体に、緊急時には
速やかな対応ができるように体制を整
えている。



31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

重度化対応・終末期ケア対応指針を作
成され、それに基づき説明や対応を行
うようにされています。

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

入院された場合は、定期に管理者及び
職員が面会を行い、医療機関や家族と
の話し合い、経過を見ながら、早期退
院の受け入れ体制をとっている。ま
た、ホームでの暮らしぶりなどの情報
を提供し、入院期間もできる限り快適
に過ごして頂けるように配慮してい
る。

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

入居契約時に本人及び家族に重度化し
た場合や終末期の体制について説明し
要望を聞いている。また、終末期には
主治医、家族と十分な話し合いの上、
本人、家族、親戚の方の要望を聞き、
今後のホームにおける支援について、
方向性を確認し同意を得るようにして
いる。まず本人の気持ちを優先し、そ
の都度意思確認を行いながら家族や主
治医に本人の気持ちを伝えると共に家
族の要望、医師の専門的立場での助
言、指導を頂きながら対応している。

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

協力医療福祉機関や訪問看護ステー
ション、他介護施設等の看護師に医療
に関する相談を行っている。また、日
頃から交流の機会を大切にしている。



34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

日頃の業務の中で職員同士でお互いに
注意しながら、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をするように
されています。

年３回の避難訓練が行われ、災害時の
一時避難場所も目の前の神社境内とス
タッフ全員が周知されています。地元
消防団との会合に参加され常日頃から
連携がとれるようにされています。

言葉かけや接し方については会議や
ミーティング時のほか、面談を実施
し、人間の尊厳やプライバシーに配慮
した対応について双方が納得し理解が
得られるよう十分な話し合いを設けて
いる。また、職員用のケアをする上で
の大切にしたい「今月の目標」を作成
し掲示している。

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

ホームは観察しやすい設計で、見守り
観察を重視している。また、立ち上が
りの際の転倒防止の為、数名の方はセ
ンサーを使用し対応している。行方不
明については、特に行事や外への移動
の際の手順を職員全体に周知してい
る。与薬は担当者を決め、飲み忘れ等
がないように最期まで確認をするよう
にしている。消防署による救急法の講
習を受けている。また管理者の住居が
２Ｆにあり即座の対応が行えるように
している。常に新たな課題を明らかに
して、家族と共に、必要時は主治医の
指導を仰ぎながら改善策の検討を行っ
ている。小さい変化も見逃さないよう
に観察し、職員、家族、主治医等の連
携を図り、必要時は速やかな病院受診
が行われている。

地元の消防団や区長等とは常日頃より
交流を図り、管理者も区役員として
ホームや地域における防災体制作りに
参加している。万が一の場合の対処に
ついて十分な話し合いができており、
緊急時連絡対応者として、もとよりの
担当消防団員も３名配置され体制が充
実している。

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている



37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

ご家族の支援も含め、本人の好みやお
しゃれに対する気配りを行っている。
また、職員や入居者が互いに洋服の色
やデザイン、髪型を褒めあう場面を日
常的に見る事ができる。理美容につい
ては本人の馴染みの店を利用して頂く
際に、予め親しい友人に連絡をとり馴
染みの関係を大切にできるような配慮
を行っている。

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

人間の尊厳を重要視した言葉使いやグ
ループホームにおける介護職員として
の「自立支援」と「認知症の緩和」の
理解を徹底しており、業務先行ではな
い利用者主体のケアを行うように周知
している。

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

入居者と同じ高さの目線で話を傾聴
し、分かりやすい言葉を使用するよう
に努めている。意思表示の困難な方へ
は問いかけ等の言葉を選びながら、決
して押し付けとならないよう、できる
限り本人の理解を促し、意思決定して
頂けるように接する。



40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

楽しく食べるような雰囲気づくりをす
るように声かけ等で配慮されているよ
うです。食事形態や減塩など、好みの
物を大切にしながらも健康重視で対応
されています。食事の下ごしらえや準
備など、利用者一人ひとりの能力に応
じながら対応されています。

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

食事や水分摂取量のチェックを行い、
水分は少なくとも全員１リットル以上
の摂取が確保されており、還元粋によ
る健康の支援を行っている。また調理
師資格を持った職員もおり、個別にき
ざみやミキサーにするなど調理法にも
工夫を施している。

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

毎食前後に口腔ケアの支援を行うと共
に、できる能力を発揮して頂き、見守
りや介助を行っている。義歯は毎夕洗
浄し酸性水に浸し清潔保持に努めてい
る。また、口腔内のトラブルについて
は連携歯科医院へいつでも相談できる
体制が図れており、速やかな受診が行
えている。

下ごしらえ、配膳・下繕、調理や盛り
付けに至るまで入居者と協働できてい
る。また、できる限り全員が揃って
「戴きます」の挨拶で食事ができるこ
との喜びを感じて頂く中で、自然に協
調性や思いやりの心が芽生えている。
職員と入居者は共に同じ食事を戴き、
食事は身体や口腔機能に配慮した工夫
を行っている。コーヒーを何度も飲ま
れる方には、薄くする、牛乳を入れ
る、甘くする、声かけの工夫を行う等
して出している。また、時折「饅頭」
と言われると一緒に買い物に出かけて
いる。喫煙は本人、家族と安全、健康
面等について話し合いながら、必要な
取り決めを行い、適度に責任と自覚を
もって自己管理を促して、昨年は50本
／1日であったが現在は5本以内／１日
と節煙に成功している。

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている



43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

個別の薬の内容や副作用、留意事項に
ついては、ミーティング時及び申し送
り表に記載し、確実に情報の共有が図
れるように工夫している。また、薬に
関する疑問が生じた時は、いつでも相
談できるよう病院や薬局との連携がと
れている。

便失禁を防ぎ気持ちよく排泄できる習
慣作りの為に、毎日決まった時間にト
イレ誘導を行い、食物繊維の多い飲み
物を毎日飲んで頂くことで改善されて
いる。また、排尿の際衣類の汚染があ
る方へはタイミングよく声かけを行
い、失敗を防ぐ対応をおこなってい
る。夜間の放尿がある方は、排泄のパ
ターンや様子を観て誘導している。

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

湯船に入ることを原則とし、健康状態
を観察しながらお風呂好きの方は毎日
入浴、入浴嫌いの利用者も週に最低３
回は入浴できるよう対応されていま
す。季節毎の行事湯等も楽しめるよう
に支援されています。

個別の希望を考慮し、本人が納得され
た上で入浴を実施している。できる限
り週に３～４回入浴して頂いており、
酸性水を浴槽に混入し皮膚の健康管理
に努めている。また、入浴嫌いだった
方も現在は自ら入浴を希望されるな
ど、スタッフが、入浴を楽しめるよう
な雰囲気作りを実践している。

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

独自の記録様式を使用することで一日
の過ごし方や心身の健康状態が把握し
やすいようになっており、個別の睡眠
や排泄状況等を観ながら活動と休息の
調整を図り、仮眠の促しなどを行って
いる。また、日中の活動を促し昼夜逆
転を防止すると共に生活リズムを整え
るよう努めている。

料理や飲料には便秘にも効果のある活
性水素生成器（医療用具）を使用し、
日々の健康作りに配慮している。また
食物繊維の多い飲料の摂取を試み、ス
ムーズな排泄ができているケースもあ
り、効果が実証されている。水分摂取
量や活動量を多くするなど。状況を観
て主治医の指示も仰いでいる。

全利用者にトイレ誘導が時間毎に行わ
れ、排尿状態は変わらなかったようで
すが、便失禁が頻回だった方は排便の
習慣化ができトイレでの排泄ができる
ようになっています。

排便に関してはうまく自立したケースも
あるようです。もう一歩すすみ、排尿に
ついても排泄パターンの観察を行い、ト
イレ誘導、排尿の習慣化でトイレでの排
泄が可能となる事も考えられます。

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる



48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援 家族からホームに電話があると本人に
代わり会話を楽しんで頂いている。ま
た、こちらから電話をする場合は、家
族の事情等を考慮し迷惑とならない配
慮を行いながら対応している。手紙に
ついては、県外の家族や知人との定期
のやり取りをされている方がおられ、
できない部分を職員が手伝い支援して
いる。

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

近所の神社やスーパー、近くの利用者
の自宅等、週３回～毎日の外出支援が
その日の状況により行われています。

外出支援が計画的に盛り込まれる事も大
切です。

天気の良い日には、できる限り一度は
外に出て過ごして頂くようにしてお
り、神社への参拝は日課となってい
る。また、ドライブや買い物、近くの
畑に作物の収穫に出かけたりの支援を
行っている。気分をリフレッシュして
頂く為に出かけることも多い。

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

買い物を行われる際は、職員が同行し
支払いに立会い金銭の確認を行ってい
る。神社への参拝や祭り時にお金を
持って賽銭をあげられたりされること
もある。適度の金銭管理を行い、計画
的に使用されるようしている。金銭所
持によるトラブルを未然に防ぐことも
考慮し対応している。

以前されていた仕事から皿洗いや洗濯
物干しを楽しむひと、農作業や片付
け、掃除を自主的に手伝われる人、リ
ハビリと思い頑張って歩行訓練や体操
をされる人、自由気ままに自分の部屋
で過ごされる人、楽しみの読書や職員
と共に踊りを楽しむ人、たくさんお
しゃべりを楽しむ人等、ホームの利用
者には笑顔がある。家族の絆を大切に
した支援が認知症の緩和ケアにとって
一番大切であることを家族が理解さ
れ、外出や面会の支援が多くなってい
る。その際に、買い物や美容院、外
食、ドライブ、親しい方との再会な
ど、充実した家族による支援がおこな
われている。

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている



52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 家族や親戚の面会が多く、他の入居
者、家族とも馴染みの関係ができてお
り、ホームは地域の人々がいつでも気
軽に立ち寄れるように、地元の方の油
絵の個展会場として提供していると共
に、職員と利用者がゆっくりと絵画鑑
賞を楽しまれる光景を見ることがで
き、誰もが集える雰囲気作りを心がけ
ている。ホームの玄関付近には塀がな
く見守りが必要となるが、よりオープ
ンに気軽に立ち寄って頂けるようにし
ており、時折玄関先で近所の方にお茶
を出し、世間話ができる場となってい
る。また玄関前やフェンスには花を植
えたり椅子を置き、親しみやすさを演
出している。、玄関には職員が描いた
油絵や理念を掲示し、また、椅子を置
き、安全に靴が履けるようにしてい
る。ホーム内には油絵や標語、懐かし
い昭和の風景写真や日めくりの暦、黒
電話やレコード盤等が飾られている。
また団欒の場であるリビングには職員
作の「赤ちゃんの絵」を飾り、微笑ま
しい雰囲気を醸し出しており暖かく和
やかな空間作りができている。サッシ
は２重ガラスを採用し音に対する配慮
ができている。ホーム前の神社の存在
が入居者にやすらぎと安心感を与えて
いる。24時間換気システム、換気扇、
扇風機、加湿器、エアコン、よしず、
窓やドア、シャッターの開閉等を個別
に応じた細かな調整を行っている。室
温や湿度は職員の感覚ではなく入居者
の健康を考慮し調整している。玄関先
は神社の眺めが良く憩いの場となって
おり、椅子を数脚置き草木や風景を眺
めながら地域の方とお茶を飲むことも
ある。水撒きや園芸、草むしりなどは
入居者自らの意思で行われている。天
気のよい日の神社への参拝は入居者の
日課となっている。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

食事をする時の席配置やくつろぐ場所
をリビングソファーや廊下の椅子に一
人ひとり配慮しながら対応されていま
す。廊下に絵画を飾るなど全体的に片
付けられ空間が広くなって来ているの
が感じ取れます。

リビングから見える外壁が茶色の殺風景
な壁となっており、一工夫欲しいところ
です。



53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮
馴染みの鏡台や孫の書道作品、仏壇や
家族の写真などを持ち込まれ、折に触
れ馴染みの物に囲まれて暮らす意義に
ついて話し、家族の協力を頂いてい
る。個別の一日の過ごし方に合わせた
演出をおこなっている、。家族や親戚
の面会が多く、他の入居者、家族とも
馴染みの関係ができており、ホームは
地域の人々がいつでも気軽に立ち寄れ
るように、地元の方の油絵の個展会場
として提供していると共に、職員と利
用者がゆっくりと絵画鑑賞を楽しまれ
る光景を見ることができ、誰もが集え
る雰囲気作りを心がけている。

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

空調調整は各部屋で細かく調整されて
います。グループホーム全体がひとつ
の家として、居室が自分の部屋という
感じが全体の中から感じ取れます。

北と東側廊下に２～３人掛けソファー
を配置し、油絵を鑑賞したり、外の景
色を楽しみながら利用者同士、また
は、そこに職員もふれあう場面が見ら
れる。玄関先には喫煙所を設け寛げる
スペースとなっている。家族や親戚の
面会が多く、他の入居者、家族とも馴
染みの関係ができており、ホームは地
域の人々がいつでも気軽に立ち寄れる
ように、地元の方の油絵の個展会場と
して提供していると共に、職員と利用
者がゆっくりと絵画鑑賞を楽しまれる
光景を見ることができ、誰もが集える
雰囲気作りを心がけている。

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している



55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の

2，利用者の2/3くらいの

3．利用者の1/3くらいの

4．ほとんど掴んでいない

1，毎日ある

2，数日に1回程度ある

3．たまにある

4．ほとんどない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

○

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

○

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

○

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

○

トイレ、浴室、廊下、玄関先に手摺り
を設置。玄関の段差は低めの設計。下
駄箱横には椅子を置き安全に靴を履い
て頂き転倒防止に配慮している。個別
に声をかけ目的地へ誘導したり、分か
りやすく「お風呂は①番、トイレは②
番、居室は③番」などと促している。
また食堂のテーブルの位置に気をつけ
動線の整備に努めている。便座は使い
やすく違和感のない両サイドバー式を
採用し、個別に目的地へ誘導。全ての
来所者に優しいホーム作りを目指して
いる。声かけの内容やタイミングと手
の出し過ぎに注意し、入居者の動きや
心理をよく観察している。トイレの場
所が分かるように聞こえる側の耳より
傍で声かけを行うなど適切な対応がで
きるようになっている。



1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての家族と

2，家族の2/3くらいと

3．家族の1/3くらいと

4．ほとんどできていない

1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある

3．たまに

4．ほとんどない

1，大いに増えている

2，少しずつ増えている

3．あまり増えていない

4．全くいない

1，ほぼ全ての職員が

2，職員の2/3くらいが

3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

1，ほぼ全ての家族等が

2，家族等の2/3くらいが

3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

○

○

64

66
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

○

○

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）

○

○

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

○

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

○

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

○

61


